
平成２４年９月５日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 24 年 9 月 5 日（水） 午後 2時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後 2時 00 分 

閉  会 午後 2時 55 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    髙  木  新 太 郎 
 委       員    鈴    木  み ゆ き 
 委       員    雁  部  隆  治 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
      すみだ教育研究所長   渡  部  和  美 
   生 涯 学 習 課 長   金  子  し の ぶ 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   あ ず ま 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は髙木委員にお願い

いたします。 
（平成２４年７月１８日、８月１日教育委員会会議録確認） 
 

議決事項第１ 

議案第４５号「緑幼稚園の移築及び緑小学校付属施設の併設について」の案件を上程し、庶務課長が

説明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 



○ 鈴木委員 この方針を読むと、まるで小学校の教室数が足りないから、幼稚園は出て行けと見える

ので、幼稚園にとって、どんなメリットがあるかということを、書き加えたほうがいいのではない

かと思います。同時に子育て支援関係施設というのは、所管は教育委員会ではないのですか。 
○ 庶務課長 大きな範囲では、教育委員会も含まれるのですが、当初は児童館等整備事業ということ

でした。 
○ 鈴木委員 もう少し、子育て支援の段階から学校教育へと、縦の関係で子どもの発達を見ていくと

か、幼稚園が独立することによって良いことがあるという説明をしたほうがいいと思います。最後

に記載してある地域と学校の連携・交流は良いと思います。 
○ 庶務課長 幼稚園のメリットは、施設が独立することによって、以前の施設より全体的に広くなる

ことと、３階は園外活動として活用できます。また、個別の園庭も確保でき、使い方によっては非

常に充実した事業活動ができると思います。 
○ 横井委員長 よろしいでしょうか。それでは、議決事項第１議案第４５号「緑幼稚園の移築及び緑

小学校付属施設の併設について」原案どおり決定することにしたいと思いますが、ご異議ございま

せんでしょうか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 それでは、原案どおり決定いたします。 
 
議決事項第２ 

議案第４６号「平成２５年度墨田区立小・中学校募集人数について」の案件を上程し、学務課長が説

明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 
○ 髙木委員 小学校は原則４学級は認めないのですか。 
○ 学務課長 はい。基本的には、３学級までです。 
○ 髙木委員 中学校は６学級までですか。 
○ 学務課長 はい。そうです。 
○ 髙木委員 八広小学校の場合は基本どおりですか。 
○ 学務課長 はい。基本的に３学級からスタートで、人数が増えた場合４学級まで可能です。今現在、

八広小学校の場合は全体で１７学級ですが、１８学級まで可能ですので、１学級余裕があります。

その分２５年度の募集人数に転用させていただくということです。 
○ 髙木委員 表示としては、３学級ですね。 
○ 横井委員長 よろしいでしょうか。それでは、議決事項第２議案第４６号「平成２５年度墨田区立

小・中学校募集人数について」原案どおり決定することにしたいと思いますが、ご異議ございませ

んでしょうか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 それでは、原案どおり決定いたします。 
 
議決事項第３ 

議案第４７号「墨田区指定有形文化財の指定について」の案件を上程し、生涯学習課長が説明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 



○ 髙木委員 この文化財で特徴的なものは、「黄檗様 開山鐡牛機六十五歳敬書」ですね。具体的に言

うとどのようなものですか。 
○ 文化財保護指導員 この頂相彫刻というものは、禅僧の肖像を絵画や彫刻にしたもので、本人に忠

実であり、地味に作られたものが多く残っています。黄檗様の場合は、衣の雰囲気をもっと、波立

たせて非常に濃い表現にするのが特徴です。黄檗宗は、江戸時代初期に日本に入ってきた禅宗の一

派で、建築、彫刻、絵画いずれもかなり濃い表現であるのが特徴です。顔などを見ていただきます

と、かなりリアルな雰囲気が伝わってくると思いますが、人物の特徴を強めに表現しているととら

えていただければ良いかと思います。ただ、この鐵
てつ

牛
ぎゅう

像に関しましては答申文に書いてありますよ

うに黄檗様の濃い表現の中にも和風の部分があります。それはどこかといいますと、衣です。本来

はもっと波打つ表現をします。ただ、この鐵
てつ

牛
ぎゅう

像の場合は自然な流れるようなひだを表現していま

す。ここが、日本彫刻史における中世以来継承された和風の彫刻の特徴と黄檗様の特徴を合わせて

いるという評価につながっています。このことが墨田区で確認されたことは、評価されることです。

実は既に２０１０年の東京国立博物館の研究にも紹介された仏像であることを添えたいと思います。   
○ 横井委員長 よろしいでしょうか。それでは、議決事項第３議案第４７号「墨田区指定有形文化財

の指定について」原案どおり決定することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 それでは、原案どおり決定いたします。 
 
議決事項第４ 

議案第４８号「寄付に対する感謝状贈呈について」の案件を上程し、庶務課長が説明する。 

○ 横井委員長 ただ今の説明についてご質問はございませんか。 
○ 髙木委員 ガスコンロは３校だけがほしいということだったのですか。 
○ 庶務課長 東京ガスが家庭科の授業で、食育の関係でエコクッキングや親子クッキング等の事業を

実施しました。その事業を実施した学校に対し、古くなったガスコンロを確認し寄付をする形にな

りました。小梅小学校、第一寺島小学校、第三吾嬬小学校の３校です。また、これからも他の学校

に対して継続的な寄付のお話もいただいています。 
○ 雁部委員 この縁台というのはどのような物ですか。 
○ 庶務課長 木製の縁台です。 
○ 事務局職員 いわゆる庭に置く縁台です。新木場にある木材組合さんにかなり余った大きな木があ

りますので、それを使い縁台を作製し近隣の千代田区、港区、江東区に毎年配布しているとのこと

です。今年は墨田区にもお話がありまして、来年以降もいただけるということです。 
○ 雁部委員 この希望する小学校というのはどのように募集したのですか。 
○ 事務局職員 学校に縁台の写真をみていただき、必要かどうかの希望調査をしました。林野庁は、

学校現場で木材を使った家具、廊下、壁等を推奨しているようです。木材組合さんは、その運動に

理解を示し、木の香りを嗅いで、木材の良い素材を味わっていただきたいという思いで、寄付をし

てくださいました。学校に一律に配って、使わないよりもほしいというところに、配りました。今

後も希望する学校には、さしあげたいとのご意向があります。 
○ 横井委員長 そういう意味では、他の学校にも今後は希望してもらいたいですね。 
○ 横井委員長 よろしいでしょうか。それでは、議決事項議案第４８号「寄付に対する感謝状贈呈に



ついて」原案どおり決定することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 それでは、原案どおり決定いたします。 
 
報告事項第１ 

「すみだ生涯学習センター・プラネタリウム館の今後の方針について」、資料１のとおり生涯学習課

長が説明する。 

○ 横井委員長 何かご質問はございませんか。 
○ 髙木委員 今後の方針の学習投影について、４年、６年は生涯学習センターのプラネタリウムが廃

止されるので、スカイツリー内のプラネタリウムで観覧するということですね。 
問題は、スカイツリー内のプラネタリウムがどのようなものかということです。学習用とは違うの

ではないかと思いますが、いかがですか。 
○ 生涯学習課長 学習の指導要領に基づき、墨田区版の学習投影用を作っていただくことになってお

ります。内容については、指導室や理科部の先生方に確認していただいたところ、問題はないとい

うことです。 
○ 髙木委員 その学習版が墨田区だけではもったいないと思いますが、他の区へも拡大していったら

良いと思います。 
○ 生涯学習課長 スカイツリーのプラネタリウムは営業ベースが主ですので、学習投影は、現時点で

は、墨田区の子ども達だけと聞いています。 
○ 髙木委員 営業ベースでやることが主ですので、他の区へも拡大していったら良いと思ったのです

が、スカイツリーのプラネタリウムは別の視点でやるのですね。 
○ 横井委員長 生涯学習センターの方は、６割が区外の利用ですね。その区外の利用である台東区な

どの子ども達の対応を何か考えてもらえないかと思います。 
○ 生涯学習課長 近隣の葛飾区、足立区などには区営の施設があり、他区の子ども達も受け入れ可能

ということで、調整はしています。すみだ生涯学習センター・プラネタリウム館を廃止する際は、

近隣の葛飾区、足立区等に情報を提供します。 
○ 横井委員長 これは主に台東区ですか。 
○ 生涯学習課長 台東区よりも、江東区が多いです。向こうの教育委員会に連絡はしましたが、学習

指導要領上、必ず見ないといけないということではありません。 
○ 横井委員長 では、各区で対応ということですね。 
 
報告事項第２ 

「インフルエンザの発生状況について」、資料２のとおり学務課長が説明する。 

○ 横井委員長 何かご質問はございませんか。 
 
○ 横井委員長 他によろしいでしょうか。以上で予定の議決事項、報告事項は終了しました。これで

教育委員会を閉会いたします。 
 


